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１ ．はじめに

大船渡市日頃市地区は、日本列島の中で最もよく連

続した古生界層序が見られる地域であり、古くからの

研究により、層序区分が確立された古典的かつ重要な

地質学研究の適地として知られる。古生界の地層で最

下位のシルル系は、1936年に東北大学卒業研究で調査

していた小貫義男氏（元宮城教育大学教授）が上板用

樋口沢で化石を発見し、当時日本最古の地層として初

めて確認された。発見地周辺の地層は、1957年に「樋

口沢ゴトランド紀化石産地」として国指定天然記念物

となり、長らく層序学や古生物学の研究対象とされて

きた。現在、日本最古の地層はさらに古くなり、化石

年代では岐阜県高山市上宝一重ヶ根地区のオルドビス

系（束田・小池、1997）、放射年代では茨城県日立市

日立鉱山周辺のカンブリア系（田切ほか、2016）とさ

れるものの、層序を保ちかつ含有化石も豊富な日頃市

地区のシルル系は、原日本の地史を考える上で重要な

情報源であることに変わりはない。

日頃市地区のシルル系は、発見後まもなく川内層

として設定され（小貫、1937：Yabe and Sugiyama、

1937）、層序や年代がほぼ確立された（Sugiyama, 
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1940）。その後1970年代には、下位の氷上花崗岩との層

位関係や各分布地の岩相対比が見直されたものの（村

田ほか、1974：Murata et al.、1982）、層序の大枠に変

更はなかった。しかし、川内層の主な岩相である石灰

岩の岩相層序は未解明のままで、上位の大野層との層

序関係も見解に相違があった。さらに、微相を含めた

岩相と化石相から導かれる炭酸塩岩の堆積環境や造礁

古生物相の復元や比較もほとんど議論されていなかっ

た。こうした課題を解決して研究を進展させるため、

宮城教育大学地学研究室では、1996年に川内層の岩相

層序の見直しに着手して以降、卒業研究や修士論文で

調査・分析を継続してきた。一連の研究は2002年にほ

ぼ終了したが、部分的な学会発表（引地ほか、2000）

を除いて、未公表のままである。そこで、これまでの

研究成果を総括し、その概要をここに報告する。

２ ．研究対象と方法

日頃市地区のシルル系分布地（図 １ ）の中で、川内

層の模式地である日頃市町川内～上板用樋口沢、大森

沢支流クサヤミ沢、黒森沢、鬼丸西方～行人沢、猪川

町大野アザ沢において、層序と地質構造を確認し、川

内～樋口沢周辺と鬼丸西方～行人沢では、1/5000縮尺

の地質図を作成した（図 ４ 、図 ５ ）。各分布地で設定

した計10本のルートのセクションで1/100～1/200縮尺

の計測岩相柱状図を作成し、樋口沢周辺を除く 9 セク

ションで、特に代表的岩相の石灰岩試料を採集した。

現地では、写真撮影やスケッチ等の他に、金ブラシ等

で研磨した石灰岩表面を透明シートで覆って堆積構造

や化石をトレースする等の方法で、生物骨格の形状や

集合状態等の産状も記録した。参照とした南部北上帯

大迫地域や黒瀬川帯のシルル系を含めると、試料数

は合計550を超える。採集した石灰岩試料から １ 個に

つき １ ～ ４ 枚の大型（ ５ cm × 7 cm）薄片を作成し、

代表的な岩相のものは5-30 cm ×10-40 cm 四方の研磨

面標本を作成した。薄片は合計約850枚、研磨面標本

は合計約60個である。

石灰岩試料の薄片の顕微鏡観察では、Dunham

（1962）および Embry and Klovan（1972）に従った

組織分類、含有する粒種と化石種の同定と特徴の記

載、粒径や骨格巾の計測、ランダムライン法による計

量や印象チャートによる量比算出と頻度、セメント型

の同定と頻度およびサイズ計測等を行った。以上の同

定作業と計量・計数した結果を、計測柱状図を基軸と

して整理し、層序的な変化を把握した。

３ ．日頃市地区のシルル系

北上山地の南半部を占める南部北上帯の中で、その

南東部にある日頃市地区には、オルドビス紀氷上花崗

岩とシルル紀～ペルム紀の地層からなる古生界が広く

分布する。古生界の地層は、主に北西－南東方向の断

層による転位があるもの、ほぼ南北方向に追跡され

る。シルル系は、氷上花崗岩とデボン系の間にあって、

数十～数百 m の巾で断続的に分布する。これまでに、

黒森、川内～樋口沢、クサヤミ沢、大野、鬼丸西方～

図 １ 　 日 頃 市 地 区 の 位 置
（Ａ）とシルル系の分布（Ｂ）
Ａ．南部北上帯における日頃
市地区の位置。薄い塗色部分
は推定範囲。Ｂ．日頃市地区
におけるシルル系の分布（上
石橋北方の分布を除く）。赤
点線枠は、図 ３ と図 ４ の地質
図範囲を示す。基図に国土地
理院「地理院地図」（https://
maps.gsi.go.jp）を使用。
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行人沢のほか、上石橋北方に分布が確認されている。

さらに、世田米地区の奥火の土や八日町北方でも、氷

上花崗岩類に伴ってシルル系が分布する。

日頃市地区のシルル系の層序は、川内層として区

分設定し提唱された（小貫、1937；Sugiyama, 1940）。

模式地は川内～樋口沢入口周辺である。川内層は下

位の氷上花崗岩を不整合に覆い、上位のデボン系大

野層とは整合関係にあり（村田ほか、1974；Minato 

et al. （eds.）, 1979）、それらが確認されるクサヤミ沢

が境界模式地とされる。さらに川内層は、Sugiyama

（1940）によって、産出化石をもとに、下位より
Favosites 石灰岩、Clathrodictyon 石灰岩、Halysites 石

灰岩、Encrinurus 層、Solenopora 石灰岩に、Minato et 

al. （eds.）（1979）によって下部の Kw1部層と上部の

Kw2部層にそれぞれ区分されている。

川内層からは、これまでに層孔虫類、四放サンゴ、

床板サンゴ、三葉虫、腕足貝、コノドント、石灰藻な

どの化石の産出が報告されている。特に豊富なサン

ゴ類化石群の比較対比によって、川内層は主にウェン

ロック世～ラドロー世であり、一部はランドベリ世後

期を含むとされる（Hamada, 1958；Kato, 1979）。また、

下部から産するコノドント化石はランドベリ世を示す

とされることから（原子内、1980）、川内層の年代は、

全体としてランドベリ世～ラドロー世とみられる。

図 ２ 　日頃市地区における
シルル系層序区分の変遷
小 貫（1937） と Sugiyama

（1940）の区分は、当時の地
質系統区分であるゴトランド
系（後にシルル系に変更）と
している。

図 ３ 　シルル系川内層の模式柱状図と層序の
概要
模式柱状図の岩相は、図 7 を参照。

南部北上帯日頃市地区のシルル系層序再訪
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４ ．川内層の層序

層序区分

これまでの川内層の区分では、石灰岩の区分基準と

される産出化石が、必ずしも特定の層準に限らず、幅

広い層準から産する種もある。また、上位の大野層下

部には、シルル紀化石を産する石灰岩の礫や岩塊を含

む乱堆積相があり、その部分も合わせてシルル系とし

て区分されることもあった（図 ２ ）。こうした問題を

解消するため、本報告では、すでに村田ほか（1974）

によって認定されていた氷上花崗岩を覆う砕屑岩部分

を基底部とし、その上位の石灰岩については、岩相に

基づいて下部と上部に区分する。さらに上部は、石灰

岩泥岩互層卓越部と石灰岩角礫岩卓越部に区分する

（図 ３ ）。この上部の区分は、前者を上部層、後者を行

人沢部層として、我々が引地ほか（2000）で区分とし

たものにほぼ相当し、後者は、Murata et al.（1982）

では大野層に区分されていた。各区分の岩相は、以下

のとおりである。

基底部：褐色～褐灰色～白灰色の砂岩～礫岩と砂質

泥岩からなる。層厚は ５ ～10 m。下部は、褐灰色～

灰色を呈し、一部に細礫を含む極粗粒砂岩で、多くが

アルコース質ワッケである。クサヤミ沢や樋口沢では、

一部に平行層理ないし低角斜交層理が認められ、上方

細粒化して砂質泥岩をはさむ。鬼丸西方では、アル

コース砂岩の上位に、褐色を呈する比較的淘汰の良い

石英質粗粒砂岩が重なる。上部は灰黒色の砂質泥岩で、

一部は黒色石灰岩とノジュラー状ないしレンズ状の不

規則な互層をなす。

下部：黒色～灰黒色石灰岩および石灰質シルト岩を

主とする。層厚は15～30 m で、クサヤミ沢ではやや

薄い。下半部では、平行層理や厚さ ２ ～10 cm の波状

ないしノジュラー状層理が発達し、一部に団塊状やリ

ボン状の珪質部を含む。ペロイド質または生砕質ワッ

図 ４ 　樋口沢入口周辺の地質図
地形基図に国土地理院「地理院地図」（https://maps.gsi.go.jp/）を改変して使用。
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ケストーンないしパックストーン、およびマッドス

トーンからなる。上半部では、厚さ数十 cm の平行層

理が発達または塊状であり、生砕質またはペロイド質

パックストーンである。一部に化石が密集したバイン

ドストーンないしバッフルストーンを含む。所により

赤紫色または黄褐色の石灰質泥が礫間を充填した角礫

状を示す。

上部 石灰岩泥岩互層卓越部：厚さ ２ ～15 cm の泥

質ないし細粒砂質石灰岩と厚さ １ ～10 cm の泥岩の成

層した互層からなる。層厚は15～20 m。石灰岩は灰

色のペロイド質または生砕質パックストーンないし

ワッケストーン、および灰黒色のマッドストーンない

しワッケストーンであり、平行葉理が発達する。生砕

物の多くは砕片化された海ユリ、四放サンゴ、ファボ

シテスなどの遺骸である。泥岩やマッドストーンには、

放散虫や薄殻二枚貝 ? の化石が含まれる。

上部 石灰岩角礫岩卓越部：白色～灰色や一部赤紫

色の石灰岩角礫岩または角礫状石灰岩と細粒の石灰岩

砂岩ないし石灰泥岩石灰岩からなる。層厚は10～80  

m。石灰岩角礫岩は、径 ２ ～50 cm の単一または多種

の岩相を示す石灰岩角礫からなり、礫支持のものが多

い。角礫間には、所々赤紫色～赤黄色のシルト岩が充

填する。なお、ここでは、隣り合う角礫の岩相が異な

る場合に石灰岩角礫岩、類似した岩相で連続性がある

場合に角礫状石灰岩として扱う。

各セクションの比較対比

上述の層序区分は、すべての川内層の分布地で適用

されるわけではない。基底部は、川内～樋口沢、クサ

図 ５ 　鬼丸西方－行人沢周辺の地質図
地形基図に国土地理院「地理院地図」（https://maps.gsi.go.jp/）を改変して使用。

南部北上帯日頃市地区のシルル系層序再訪
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ヤミ沢、鬼丸西方－行人沢で確認され、黒森沢ではペ

ルム系と、大野や石橋北方では氷上花崗岩と、それ

ぞれ断層で接するために欠落している（図 ６ ）。下部

は、黒森沢、川内～樋口沢、クサヤミ沢、鬼丸西方－

行人沢の各セクションでみられ、石橋北方でも確認さ

れる。それらに対して、上部は分布地による偏りがあ

る。石灰岩泥岩互層卓越部は川内～樋口沢とクサヤミ

沢の各セクションで確認される一方、石灰岩角礫岩卓

越部は黒森沢や鬼丸西方－行人沢の両セクションに限

られ、鬼丸西方～行人沢で特に厚い。なお、上位の大

野層下部の乱堆積相はすべての分布地に見られるが、

発達の程度の差が顕著である。川内～樋口沢やクサヤ

ミ沢では層厚80 m 以上に達し、川内北方の関谷やク

サヤミ沢南方の大森沢では、巾数十 m にわたる巨大

な石灰岩や花崗岩の岩塊を含む。

５ ．石灰岩岩相区分

川内層が最も厚い鬼丸西方－行人沢では、下部と上

部の石灰岩角礫岩卓越部の石灰岩相の重なりが確認さ

れる（図 ５ 、図 ６ 、図 7 ）。川内層の岩相層序が最も

よく把握できる模式地として適当であろう。ここでは、

卓越する石灰岩相に基づいて、 7 つの層序ユニットに

区分され（図 7 ）、ユニット １ ～ユニット ４ が下部、ユ

ニット ５ ～ユニット 7 が石灰岩角礫岩卓越部にそれぞ

れ相当する。各ユニットの岩相は以下のとおりである。

ユニット １ ：黒灰色のペロイド質パックストーン

ないしワッケストーン（一部グレインストーン）、お

よび泥質なワッケストーンないしマッドストーンか

らなり、団塊状やリボン状の珪質部を含む。生物遺

骸は、海ユリ、腕足貝、三葉虫などの砕片、長さ1～

2 mm 程度のフィラメント状二枚貝？、石灰微生物類
Renalcis などであり、層孔虫類、ファボシテス、ヘリ

オリテスなどがわずかに含まれる。

ユニット ２ ：黒色のマッドストーンないしワッケス

トーンの泥質相が卓越し、ペロイド質ワッケストーン

ないしパックストーンをはさむ。平行層理またはノ

ジュラーないし波状層理を示し、泥質相には生物擾乱

の痕がみられる。ほぼ現地性の成長形態を保った巾10

～50 cm 大のファボシテス、ハリシテス、層孔虫類な

どがコロニーをなして含まれる。

ユニット ３ ：灰黒色のペロイド質パックストーンな

いしグレインストーン（一部フロートストーン）と生

砕質パックストーンないしワッケストーンが多く、厚

図 ６ 　日頃市地区のシルル系セクション
柱状対比図
各セクションのルート位置は図 １ に示す。
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さ数 cm～ １ m のバッフルストーンとバインドストー

ンを含む。角礫状を呈する部分が多く、その場合黄灰

色の石灰質泥が角礫間を充填する。生砕物は、海ユリ、

層孔虫類、ファボシテスなどの砕片が多い。バッフル

ストーンは、径0.5～ ２ cm の枝状の層孔虫、ファボシ

テス、四放サンゴおよびハリシテスの現地性骨格と、

その周囲にわずかに取り囲む石灰微生物類（Renalcis

や Rothpletzella）からなる。

ユニット ４ ：おもに黒灰色の角礫状石灰岩であり、

角礫間の裂罅部や角礫内の孔隙の一部には赤紫色石灰

泥岩が充填する。石灰岩は生砕質またはペロイド質の

パックストーンないしグレインストーン（一部ワッケ

ストーン）を主とし、バインドストーンないしバッフ

ルストーン、フロートストーン（一部ラドストーン）

も多く見られる。バインドストーンやバッフルストー

ンは、成長方位を保った数 mm～数 cm 大の紅藻類、

層孔虫類、海綿類などの骨格が側方や上方に伸びて、

密に重なる構造を示す。骨格周囲には Rothpletzella や
Wetheredella および隠微質微生物類が被覆して骨格を

連結する。さらに骨格間には Renalcis が密集する。一

部には鍾乳石起源とみられる層状の放軸状セメントが

伴い、石灰岩角礫にはそれらの砕片も多く見られる。

角礫間の赤紫色

石灰泥岩は、石灰岩砕片や炭質物？の砂粒を含む細

粒砂岩やシルト岩と互層をなして、平行葉理を示す。

角礫壁には放軸状あるいは刃状セメントが見られ、そ

れらを赤紫色泥岩が覆う。

ユニット ５ ：灰白色～白色、一部黄色や赤色を斑状

に呈する角礫状石灰岩および石灰岩角礫岩からなる。

角礫の間隙には、黄色～赤紫色泥岩が充填する。角礫

状石灰岩は、生砕質パックストーンないしフロートス

トーン、ペロイド質パックストーンないしワッケス

トーン（一部グレインストーン）、バッフルストーン

などである。バッフルストーンは、ファボシテス、枝

状の四放サンゴ、層孔虫類、海綿類、紅藻類とその骨

格周囲に隠微質微生物類（主に Girvanella）が取り囲

む。石灰岩角礫岩は、0.5 cm～ ２ m 大の生砕質パッ

クストーンないしワッケストーン（～フロートストー

ン）、ペロイド質パックストーンないしグレインス

トーン、ワッケストーンないしマッドストーン、バッ

フルストーンなど多種の岩相の角礫を含み、礫間はス

ティロライトで接合している。角礫の一部には、厚さ
図 ７ 　鬼丸西方－行人沢セクションの計測岩相柱状図と 

石灰岩の構成内容

南部北上帯日頃市地区のシルル系層序再訪
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数 mm～1.5 cm の放軸状セメントの砕片も見られる。

角礫間の黄色～赤紫色泥岩は、石灰質シルト岩あるい

は石灰岩砕片を含む細粒砂岩とシルト岩の互層であ

り、平行葉理がよく見られる。

ユニット 6 ：灰白色～白色の塊状または層状石灰岩

を主とし、石灰岩角礫岩からなる。紫色、黄色または

淡緑色の石灰質シルト岩を頻繁に挟む。塊状石灰岩は、

生砕質のパックストーンないしワッケストーンからフ

ロートストーンが多く、他にペロイド質グレインス

トーン / パックストーン、ワッケストーン / マッドス

トーンなどもみられる。生砕物としては、海ユリが圧

倒的に多く、所により数 cm 大のファボシテス、層孔

虫類、腕足貝、塊状または枝状の四放サンゴなどの骨

格片を含む。層状石灰岩は、海ユリなどの砕片を含む

ワッケストーンである。石灰岩角礫岩は、 １ cm～200 

cm 大の多種の石灰岩相の角礫からなり、礫間には黄

色ないし紫色の石灰質シルト岩を含み、スティロライ

トで接合している。

ユニット 7 ：灰白色を呈する層状石灰岩と石灰岩角

礫岩からなり、紫色または淡緑色泥岩をシーム状に挟

む。後生的な変形により角礫は扁平化しており、石灰

岩中は微褶曲も見られる。層状石灰岩の多くは生砕質

ワッケストーンないしマッドストーンであり、ペロイ

ド質パックストーンを挟む。石灰岩角礫岩は、生砕質

ワッケストーン、マッドストーン、ペロイド質パック

ストーンが多い。

6 ．炭酸塩堆積相と古生物相

川内層の下部と上部の石灰岩相にみられる組織と粒

子構成、淘汰や円磨の程度、色調、堆積構造などの特

徴、および含有化石相の生物種構成、集合状態などの

特徴から、炭酸塩堆積相は、炭酸塩台上のラグーン相、

礁相、陸上風化相、および、炭酸塩台縁前面の泥底相、

斜面相に大きく分けられ、ラグーン相と礁相では特有

の古生物相をもつ。各堆積相の環境と古生物群集の特

性は以下のように推定される。

ラグーン相：沈水によって基底部の陸源砕屑物の流

入が次第に減少した後、ユニット １ ～ユニット ３ の岩

相に示されるように、陸棚浅海炭酸塩台が形成され、

その中でも比較的静穏な環境で堆積したペロイド質砂

底なし泥底、生砕質砂底での堆積物で占められる。挟

在されるグレインストーンは、波浪や潮流などによっ

て泥底～砂底が頻繁に攪拌されたことを示す。また、

バッフルストーンやバインドストーンは、現地性のサ

ンゴ類、層孔虫類による小規模な礁マウンドとみられ

る。古生物群集は、層孔虫類、サンゴ類、海ユリ、腕

足貝など固着性古生物種が卓越し、移動性の三葉虫な

どをわずかに含む。層孔虫類やファボシテスのコロ

ニーは密集して、微生物類で連結され小規模な礁マウ

ンドを造る一方、より静穏な泥底には、脆弱な骨格を

もつハリシテスや四放サンゴの現地性コロニーも所に

より存在した。

礁相：ユニット ４ やユニット ５ の中に含まれるバイ

ンドストーンやバッフルストーンに示されるように、

骨格生物と微生物類の集合体が耐波性のある比較的堅

牢な礁を構築した。サンゴ類と層孔虫類が主な枠組み

となり、それらの間を紅藻類、層孔虫類、海綿類、海

ユリが充填する。さらに骨格間を連結して石灰微生物

類や隠微質生物類が埋める。古生物相はラグーン相に

較べるとより多様であり、特にサンゴ類、紅藻類、石

灰微生物類が優勢となる。これらの造礁古生物群集は、

他のシルル紀生物礁に較べると、骨格生物優勢の枠組

みとなっている。

陸上風化相：主にユニット ４ からユニット ５ の一部

に見られる赤紫色～黄色の角礫状石灰岩は、離水後の

陸上風化を受けたことを示す。風化土壌起源の紫色泥

が裂罅部や空隙を充填し、一部にはカルスト化によっ

て鍾乳石が形成された。

斜面相：ユニット ５ ～ユニット 7 の岩相に示される

ように、炭酸塩台縁辺から下方に拡がる崖錘の堆積物

である。おもに炭酸塩台の崩落や海底土石流によって

運搬された角礫や岩塊の堆積物からなり、斜面下部で

は低密度混濁流による堆積物が多くなる。角礫間に見

られる紫色泥岩が陸上風化で生成された土壌が時折流

下したことを示唆する。

前面泥底相：上部の石灰岩泥岩互層に代表されるよ

うに、炭酸塩台よりもやや深い泥底の堆積物である。時

折混濁流として流下する石灰質砕屑物を頻繁に挟む。

7 ．他地域との比較対比と形成の背景

南部北上帯内のシルル系岩相層序の比較

南部北上帯におけるシルル系は、日頃市地区のほか
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に世田米地区、大迫地域、川井地域、釜石地域などに

分布することが知られている。世田米地区のシルル系

は、川村（1982）によって奥火の土層として区分設定

された。川村（1982）よれば、奥火の土層下部層には

溶結凝灰岩がある点で川内層基底部とは異なるととも

に、産出するサンゴ化石群集から、奥火の土層上部層

が川内層下部－上部よりやや古いランドベリー世後

期～ウェンロック世とされる。Murata et al.（1982）

は、奥火の土層下部層の上部を川内層の下部（本報告

の鬼丸西方－行人沢セクションのユニット １ － ２ ）に

対比している。我々は火の土層の露出状況が悪いた

めに詳しい石灰岩岩相層序の把握はできていないが、

Murata et al.（1982）の対比を参考とすれば、奥火の

土層では川内層下部と同様のラグーン相～泥底相を主

とし、明瞭な崖錘性の斜面相はみられない。

一方、南部北上帯の北縁部～東縁部にあたる大迫地

域、川井地域、釜石地域のシルル系は、主に砕屑岩で

あり、石灰岩相はほとんどみられない。このうち大迫

地域のシルル系は、層序区分上、折壁峠層落合砂岩礫

岩部層とされる部分にほぼ相当し（川村ほか、2013）、

礫岩の中には、石灰岩や花崗岩の小礫～巨礫が所によ

り多量に含まれる（図 ８ ）。これらの礫は、日頃市地

区の氷上花崗岩類や川内層などの地質が供給源とな

り、より深海に運搬されたものととらえられている

（大上ほか、1986）。石灰岩中に含まれるサンゴ化石は

主にウェンロック世を示す（川村ほか、1984）。破砕

されない石灰岩角礫や礫間には紫色ないし緑灰色の凝

灰質泥岩が充填する部分もあり、その岩相の特徴は、

日頃市地区の大野層下部の乱堆積相に類似する。

黒瀬川帯シルル系との比較

西南日本外帯の黒瀬川帯のシルル系は、特に宮崎県

五ヶ瀬村祇園山地域と高知県越知町横倉山地域におい

て層序が設定されている。祇園山地域のシルル系は祇

園山層とされ、下位より G1層から G4層に区分される

（濱田、1959）。横倉山地域では横倉山層群に含まれ、

下位より五味層、深田層、市山層、上流層に区分さ

れる（梅田、1998）。これらの区分単元のうち、石灰

岩相は G2層－ G3層と深田層であり、梅田（1998）に

よってさらに、G2層が深田層下部層、G3層が深田層

上部層にそれぞれ対比されている。

我々は、祇園山地域の鞍岡、大石の内の ２ ルート

における G2層－ G3層、横倉山地域の白石大沢、夫婦

杉の2ルートにおける深田層下部層－上部層、の各計

測セクションについて岩相層序を検討し、川村ほか

図 ８ 　南部北上帯－黒瀬川帯のシルル系岩相層序の比較
　祇園山地域は宮崎県五ヶ瀬村の鞍岡南東と大石の内北東の ２ ルート、横倉山地域は高知県越知町夫婦杉と白石大沢の ２ ルートでそれ
ぞれ計測したセクションを示す。世田米地区は岩手県住田町奥火の土南西での奥火の土層の区分と柱状図（川村、1983）を、大迫地域
は岩手県大迫町早池峰ダム～白岩における折壁峠層落合砂岩礫岩部層の区分と柱状図（川村ほか、2013）を、それぞれ改変して使用。

南部北上帯日頃市地区のシルル系層序再訪
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（2003）で概要を報告した。下部（G2層と深田層下部

層）は、砂岩・泥岩中に挟在する石灰岩角礫岩・石灰

砂岩であり、上部（G3層・深田層上部層）は石灰岩

角礫岩を主とし泥岩を挟む。石灰岩相は下部の一部が

現地性を示すほかは、ほとんどが本来の炭酸塩台では

ない異地性の再堆積物からなる（図 ８ ）。これを川内

層と比較すると、層厚に差はあるものの、下部は川内

層のうちの基底部最上部から下部の下半部に、上部は

川内層の石灰岩角礫岩卓越部から大野層下部に、それ

ぞれ岩相が類似し対比される。深田層上部層や G3層

の石灰岩角礫岩には、サンゴ類や層孔虫類の大型骨格

と石灰微生物類からなるバウンドストーンの礫もみら

れ、生物礁の存在を示唆する。また、上部の石灰岩礫

岩の礫間は、赤紫色（一部緑色）の泥岩であり、放軸

状セメントも所々に発達することから、再堆積以前の

陸上風化が暗示される。こうしたことから、黒瀬川帯

のシルル紀炭酸塩の形成過程として、①前孤域で陸域

が沈水し、陸源砕屑物が流入する浅海性泥 - 砂底相で

骨格生物が繁殖して生砕物が生産され始める、②石灰

微生物類を主とする礁マウンドとその周辺でペロイド

質砂泥底相（ラグーン相？）からなる炭酸塩台が形成

される、③炭酸塩台の一部が離水し、風化土壌とカル

ストが形成される、④炭酸塩台縁～前面で崩壊が起こ

り、破砕物が崩落または重力流によって沖合の斜面～

半遠洋泥底に移動・運搬され再堆積する、という経緯

が推測される。このような形成過程は、日頃市地区で

のシルル紀炭酸塩岩のそれと極めてよく類似してい

る。

形成の背景

南部北上帯と黒瀬川帯の古生界が、類似した岩相層

序を示すことはよく認識されている（例えば、永広 , 

2000）。両帯のシルル系はともに、花崗岩類を基盤と

し、陸成相の上位に、浅海炭酸塩台のラグーン相、台

縁～斜面相、沖合泥底相が重なる様式を示すととも

に、炭酸塩生産の古生物相にも共通性があり、こうし

た傾向は、上位のデボン系の層相や化石相にも当ては

まるとされる。そのため、南部北上帯と黒瀬川帯とは

同一の地質体をなす連続した堆積場にあったとみられ

ている（例えば、梅田、1998）。Isozaki（2019）によ

れば、古生代前期の原日本の地質は、当時の南半球に

あった南中国大陸縁辺の海洋プレート沈み込み域にあ

る島弧周辺で形成されたとされる。シルル紀炭酸塩は、

島弧～前孤周辺のやや不安定な島棚浅海で堆積したと

推定される。

南部北上帯から黒瀬川帯にわたってシルル紀石灰岩

岩相層序が同様の傾向を示すことは、当時の堆積場周

辺の広域的なテクトニクスに加えて、当時の世界的な

海水準変動にも一因があると考えられる。南部北上帯

－黒瀬川帯のなす島弧近傍にあったオーストラリアを

はじめ、世界のシルル系石灰岩層序で描かれた海水準

変動曲線（Johnson, 1996；2006）をみると、ランド

ベリー世後期～ラドロウ世には10 m.y. 前後の短周期

の変動がみられる。特にウェンロック世後期には全体

的に海退傾向にあるため、この時期に炭酸塩台が離水

したことが十分想定される。

８ ．おわりに

本報告では、南部北上帯日頃市地区のシルル系につ

いて、特に岩相層序を再検討した。シルル系の主な分

布地の地質図と詳細な岩相層序を合わせて公表した。

以下に結果をまとめる。

・ シルル系川内層は、基底部、下部、上部に区分され、

上部はさらに、石灰岩泥岩卓越部と石灰岩礫岩卓越

部に分けられる。

・ 川内層の石灰岩層序は、鬼丸西方～行人沢セクショ

ンで模式的に確認され、下部が ４ ユニット、上部が

３ ユニットの岩相層序ユニットに区分される。

・ 下部の堆積相は、陸棚炭酸塩台上のラグーン相と礁

相を含み陸上風化物を伴う。上部の堆積相は、炭酸

塩台前面の泥底相と斜面相からなる。

・ 礁相は多種の生物骨格の枠組みと石灰微生物類によ

る連結からなり、当時の世界の礁と比較してより堅

牢な構造を示す。

・ 川内層の石灰岩岩相層序は、黒瀬川帯のシルル系の

それらと類似した傾向を示し、当時の広域的な造構

場や海水準変動を反映して形成されたと考えられ

る。

本報告では、野外での石灰岩相や化石の含有状況の

産状、微相として見られる粒子や基質の特徴、組織、

セメント種、堆積構造、含有古生物種の形状、密集度、

共存状態等の図示と詳細な記載は、紙面の都合により

十分ではない。今後の課題として、詳しい微化石層序

やシーケンス層序の解釈、およびそれらに基づくさら
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に詳しい年代層序の設定があげられ、グローバルな比

較対比を進めることにより、さらに詳しい地史の解明

が期待される。
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Revisiting Silurian stratigraphy of the Hikoroichi area, 
South Kitakami Terrane 

KAWAMURA Toshio, OYAMA Yasuhiro, HIKICHI Akira, SUINO Yasuko, 
SASAKI Kazunari, KON-NO Toru and TAKANO Yohei

Abstract

Silurian stratigraphy of the Hikoroichi area, the South Kitakami Terrane, has been traditionally regarded as 

the most significant research subject to study the earliest geohistory of Japan.  We have investigated ten route 

sections of the Silurian Kawauchi Formation in detail and re-examined lithostratigraphy based on numerous 

observations of limestone microfacies. Consequently, the formation is subdivided into the basal, lower, and upper 

members, the last of which is composed of the limestone and mudstone alternation-dominated part and the 

limestone breccia-dominated part. Main carbonates of the lower member represent deposits of lagoon facies on 

the carbonate platform after the subsidence of the arc-island basement. The upper part of the lower member 

contains small reef-mounds which were constructed by corals, stromatoporoids and red algae and bound by 

abundant calcimicrobes.  The Carbonates from uppermost part of the lower member to lower part of the upper 

member are characterized by cracking, red to yellow staining, or filling of purple siltstone, most of which suggest 

an emergency of the carbonate platform. In contrast, the upper member was mainly formed in the marginal 

to frontal areas of the carbonate platform; limestone and mudstone alternation-dominated part may have been 

the muddy deposits with frequent carbonate turbidites, and limestone breccia-dominated part is considered as 

collapsing or debris flow deposits in the platform edge to slope.  Similar carbonate successions of the Kawauchi 

lithostratigraphy are discontinuous to the Silurian section within the marginal areas of South Kitakami 

Terrane, but are recognized to the Silurian limestone sections in Gion-yama and Yokokura-yama districts of the 

Kurosegawa Terrane in Southwest Japan. This regional similarity means the deposition on the continuous arc 

island-shelf as sedimentary and tectonic setting, and also the response to the global sea-level fluctuation in the 

Middle to Late Silurian times.

Key words： Silurian System, Limestone stratigraphy, Carbonate sedimentary facies, 
　　　　　　Carbonate paleo-biofacies, Hikoroichi area, South Kitakami Terrane
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